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　当院では本年度４月より、院内に設置された各委員会活動だけではなく、あらゆる部署を巻き
込んで、組織的に『医療の質の向上』『医療安全の向上』『患者様満足の向上』を図るべく取り
組みを開始いたしました。
　これはＴＱＭ（総合的品質管理）と呼ばれる品質管理におけるマネージメント手法を取り入れ
たもので、製造業からはじまり、現在ではあらゆる業種でも採用されております。あの世界的に
有名な自動車業界最大手企業でも古くから採用している手法であります。
　具体的な活動はというと、ＱＣサークルと呼ばれる自主的な小グループにより、さきに紹介し
た『医療の質の向上』『医療安全の向上』『患者様満足の向上』を満たす為に、各々が設定した
取り組みテーマに対して改善活動を実施し、そのプロセスや成果を管理いたします。
　初年度は16のＱＣサークルが結成され、すでに活動を開始しており本年11月には第１回発表大
会を催す予定であります。この模様については、またの機会にご報告するといたしまして、今年
度の標語（スローガン）を全職員の公募により決定いたしましたので紹介します。

　『ＱＣサークルやってみよう　気楽な気持ちが　大きな改革』
　『小さなことからコツコツと　みんなで取り組み　大きな成果』
　『○Ｔ　楽しく　○Ｑ　協力して　○Ｍ　問題解決　　これがＴＱＭ！』
　『ベリタスを熱い心で変えていこう！！　（HOT HARTでCHANGE THE VERITAS♪）』

　今後、ベリタス病院ではこの活動を活性化させることで患者様及びご家族様に少しでもその成
果を還元し、毎年毎年の積み重ねにより、地域の皆様に信頼・愛される病院を目指しておりま
す。

　本年4月に神戸大学大学院医学研究科感染症講座の教授にご就
任された岩田健太郎先生をお招きして、今年第1回の感染症講演
会を5月10日に実施しました。講演の中で、昨今の病院を取り巻
く状況において、感染対策は安全対策のひとつとして、もっと
も重要な病院の取り組みであること。さらに、その取り組みは
感染対策室の設置などのハード面だけでなく、病院内全職員が
手洗いなどの標準感染予防策や知識を共有するなどソフト面に
広がる事が重要と指摘されました。軽快なしゃべりで、研修医
や新人看護師にも分かりやすく、丁寧に感染対策の必要性をお
話しいただきました。

　全職員は、この講演会を通じて、病院は患者さんのために何をしなければいけないのか、わかっ
てくれたことでしょう。カタチではなく、ナカミが問われているのが、医療の現場ですから。
また、次回、お招きして新型インフルエンザ対策などの各論をご指導いただきたいと思います。



第76回　医療講演会

日時・場所：
　　　6月28日（土）14：00～15：00
　　　つつじヶ丘自治会館
　　　川辺郡猪名川町つつじヶ丘3-13-1

テ－マ：
　　　「メタボリックシンドロームと糖尿病
　　　　　　　　　　　　　聞いて得する最新情報」
　
講師　：副院長　西木　正照

　メタボリックシンドローム、糖尿病と様々な情報が溢れ
ております。いったい、自分にとって「役立つ」情報はど
れかを見極めることはとても難しいことといえます。
　今回、メタボリックシンドローム、糖尿病についての最
新情報をお話しながら「役立つ」情報の見極め方を伝授い
たします。きっと皆様のお役に立つことと思います。

※参加のための予約等は必要ありませんので、どうぞ
そのままお越しください。
※参加費用は無料です。
※その他お問い合わせは当院「地域医療連携室」まで

TEL 072-793-7890㈹　　FAX 072-793-
0900

e-mail　　rennkei@shinshinkai.jp

ご連絡先　地域医療連携室

　入職して2ヶ月が経ちました。朝の通勤にもなれ、入職当時と比べると幾分か草木が色濃くなってきた
ように思います。出勤すると、ロビーで白衣を着ていなくても患者様から声を掛けていただくようにな
り、ようやくベリタス病院の一員として自覚を持ててきたように思います。また、患者様と接する時間が
増えるにつれ医療に携わる者の責任の重さを改めて感じました。これからも、初心を忘れず一日一日を大
切に患者様と向き合っていきたいと思います。
　業務に対しても徐々に慣れてきたように思います。まだまだ未熟ではありますが、油断することなくこ
れからも皆様のお役に立てるよう日々努力していきたいと思います。これからもよろしくお願いします。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学療法士　今井直樹

　ベリタス病院では毎年高校生の方を対象に「ふれあい看護体験」を実
施しております。「ふれあい看護体験」とは、病院等で患者さんとのふ
れあいを通して看護の体験をすることです。北陵高校より今年は一名の
生徒さんが参加されました。
　わずか一日の看護体験でしたが「私も将来看護師になったらこんな温
かいところで働きたいと思いました。とても良い経験だと思います。ま
た機会があれば参加したいです。」とのことでした。
　

　入職してから2ヶ月が経ちました。5月から始まったローテーション研修。現在は4階の整形外科病棟で
勤務しています。先輩方の親切な指導もあり、少しずつではありますが看護に必要な知識や技術を取得
してきています。
　また日々、患者様との関わりの中で一喜一憂している私がいます。これからも少しずつ自分の出来る
事を増やし、笑顔で頑張りたいと思います。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　看護部　　橋爪愛

　1年生　Ｙさん



午前診療開始時刻 　9：00～

午後診療開始時刻 14：00～

小児科午後診療開始時刻 15：00～

外科 6月5日（木）　　外来診療が「西岡」になります。

整形外科 6月13日（金）　診療担当の「幕谷」が「安井」に変更になります。
6月28日（土）　診療担当の「辻村」が休診になります。

脳外科 6月26日（木）　診療担当の「井上」が「池本」に変更になります。

産婦人科 6月7日（土）　　診療担当の「米田」が「向井」に変更になります。

内科 6月20日（金）　診療担当の「松井」が午前・午後とも休診になります。
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都合により休診、代診の場合がございますので院内掲示板にご注意ください。
（ＨＰに休診情報を掲載しております）
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ベリタス病院基本理念

　以上、5つのキ－ワ－ドが互いにバランスよく作用しながら地域
の皆様に信頼・愛される病院を目指します。

１．人間性のある真心のこもった医療
２．優秀な医療技術
３．安定した経営基盤
４．安全な医療
５．快適な医療環境

以上に当てはまり、当院に通院可能な方でご興味をお持ちいただけ
ました方は、お気軽に創薬センター又は、医事課受付、内科受付ま
でお問い合わせください。
※（募集期間：　～2008年8月31日）

「喘息」の治験にご参加いた
だける患者様を募集していま

喘息
・一年以上前より気管支喘息に罹患している方
・喫煙習慣の無い方。もしくは喫煙習慣のあった方で、現在より
　一年以内の喫煙が無く、1日あたり20本程度の喫煙が七年未満の方
・18歳以上65歳以下の方（性別不問）
・ほぼ毎週通院できる方

　私は６週間ベリタス病院で実習させて頂きました。６週間はあっという間に過ぎていきました。
私は昨年一年間大学病院で実習をしてきましたが、ここは規模も雰囲気も全然違う病院です。まず大学病
院と比べて、べリタス病院はより地域に根付いた病院です。また職員間の団結力が強い印象があります。
私自身、医師から様々な話を聞かせて頂いたり、医師以外の職種のスタッフさんとも接し、仲良くして頂
きました。そのためか、大学の実習に比べて、医学的知識うんぬんよりも医療の実際の現場を勉強できた
という意識が強いです。また、診察・手技・検査等、様々なことをさせて頂き、非常に密度の濃い実習が
できたと思います。そう思える実習になった、皆様のおかげです。未熟者でしたが、大変お世話になりま
した。ベリタス病院での実習は、今後自分にきっと活きてくるものであると思います。本当にありがとう
ございました。
　きっとこれからも患者としてお世話になります。その際はまたよろしくお願いします。

　

　大学から外に出て初めての病院実習。期間も６週間と長く、不安を抱えてのスタートでした。実習が始
まって早くも、自分に足らないものが見えてきました。なかなか声が出ません。素早い行動の中でも、患者
さんに対してはもちろん、スタッフ同士のコミュニケーションも大きな声ではっきりととられており、それ
がものすごく衝撃でした。後期実習が始まった今でも、私の大きな課題として心に留めています。
はじめの２週間は慣れるのに精一杯で、ようやく実習が楽しくなってきたのは３週目に入ってからです。科
や部署ごとに壁がなく、先生方には色んな質問に気軽に応じていただき、また手術室、救急、内視鏡室、検
査科を始め、スタッフの方々には多忙な中、様々なことを経験させていただいて本当に感謝しています。
　気がつけば半袖でした。20代はあっという間とよく耳にしますが、このままのスピードできっと国家試験
も迎えるのでしょう（合格したい！）。時間だけが先に行ってしまうことのないように、今回の実習で学ん
だことをさらに来年、研修医としての自分に繋げていきたいと思います。６週間、大変お世話になりまし
た。ありがとうございました。

　1年目の研修医の汗と涙の奮闘記です。毎日戸惑ったり悩んだりしなが
ら、1年かけて成長・・・していく日記になればいいなあと思っておりま
す。同じ研修医の皆さんや医学生の方々にももちろんですが
患者の皆様にも是非、研修医はこんな日々を送っているんだなあと
いう事を垣間見て頂ければと思います。温かい目で見守って下されば幸
いです。

URL　http://shinshinve.blog103.fc2.com/

　竹村　知容

　山下　智子

*治験とは、患者様にご協力いただい
て、新しい薬を誕生させるために新薬の
有効性（効き目）や安全性（副作用）を
詳しく調べ、国（厚生労働省）から薬とし
ての承認をもらうために行なうものです。
現在使用されている全ての医薬品は、
治験によってその安全性と有効性が確
認され、患者様に使用することが許可さ
れたものです。患者様のご協力があっ
て初めて新しい、優れた薬が誕生しま
す。


